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評価対
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象地区
数

ア イ ア－イ

広島
産地競争力
の強化

2 0 2 40.7% 2 有

　県平均達成率は未達成と
なった。
　未達となった主な要因とし
て、強制換羽後の飼料量過多
や不十分な暑熱対策を補うた
めの一ゲージ当たりの飼養羽
数の低減が考えられる。
　今後は、適切な飼養管理の
徹底による目標達成に向け
て、関係機関と連携して指導
を行う。

　評価対象となる２地区について、成
果目標の平均達成率は40.7％となって
おり、未達成であった。
　未達要因は、鶏卵需給の変動による
相場の低迷、強制換羽後及び冬場の寒
冷対策の不足による飼料効率の低迷、
暑熱対策による飼養羽数削減による影
響と思われる。
　達成できなかった目標については継
続的な改善措置を依頼する。

広島

産地競争力
の強化
（緊急対策
／平成30年
７月豪雨被
害施設整備
等対策）

1 0 1 0.0% 1 1

　成果目標は未達成となっ
た。温州みかんが隔年結果の
裏年であったこと、レモン等
が寒波の影響を受けたことに
より、加工原料用果実が減少
し生産額が目標を下回った。
　今後は関係機関と連携しな
がら、温州みかんの隔年結果
是正対策やレモンの防寒対策
の徹底等の栽培技術指導を実
施することにより、安定生産
の実現を図る。

　評価対象となる１地区について、成
果目標の平均達成率は0.0％となって
おり、未達成であった。
　未達要因は、柑橘隔年結果の裏年、
寒波影響により、加工原料用果実が減
少したことで生産額増加に影響したと
思われる。
　達成できなかった目標については継
続的な改善措置を依頼する。

県名

整備事業評価書

政策目的
成果目標
の平均達
成率

都道府県が
事業実施主
体へ改善指
導を必要と
した地区数

地方農政局
等から都道
府県計画の
改善指導の
必要の有無

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見



事業実
施地区
数

評価対
象外地
区数

評価対
象地区
数

ア イ ア－イ

県名 政策目的
成果目標
の平均達
成率

都道府県が
事業実施主
体へ改善指
導を必要と
した地区数

地方農政局
等から都道
府県計画の
改善指導の
必要の有無

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見

徳島
産地競争力
の強化

1 0 1 79.8% 1 有

　県平均達成率は未達成と
なった。
　ハラール証明牛肉輸出向け
出荷量が未達となったため、
引き続き、関係機関と連携し
て、枝肉の品質向上や集荷頭
数の拡大、販売活動の強化に
向けてフォローアップを継続
する。

　評価対象となる１地区について、成
果目標の平均達成率は79.8％となって
おり、未達成であった。
　未達要因は、コロナ問題による輸出
停滞の影響と思われる。
　達成できなかった目標については継
続的な改善措置を依頼する。

愛媛

産地競争力
の強化
（緊急対策
／平成30年
７月豪雨被
害施設整備
等対策）

3 0 3 53.4% 2 1

　本事業の活用により、災害
にあった施設の復旧により産
地強化を図ることができた
が、３項目のうち２項目は目
標未達成であった。
　目標に達しなかった大洲市
の米麦販売金額については、
米の単価向上を図るため、夏
季の高温障害を受けにくく食
味が良い品種への転換推進と
ウンカ防除の徹底を図り、近
年中の目標達成を目指す。
　薬用作物については、山椒
栽培地における土壌排水性改
善の指導、薬用シソ新規生産
者と成木化した八朔園地を中
心に栽培技術指導を徹底する
とともに、既存生産者の経営
面積拡大推進と新規生産者の
確保を図る。
　今後も関係機関が連携し
て、成果目標達成に向け、問
題の見直し・改善を行う。

　評価対象となる３地区について、成
果目標の平均達成率は53.4％となって
おり、未達成であった。
　未達要因は、気象影響（高温障
害・、冠水被害）や、病害虫被害によ
る生産量・品質の低下、品種切りかえ
による栽培者・面積の減少が影響して
いると思われる。
　達成できなかった目標については継
続的な改善措置を依頼する。



事業実
施地区
数

評価対
象外地
区数

評価対
象地区
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ア イ ア－イ

県名 政策目的
成果目標
の平均達
成率

都道府県が
事業実施主
体へ改善指
導を必要と
した地区数

地方農政局
等から都道
府県計画の
改善指導の
必要の有無

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見

愛媛
食品流通の
合理化

1 0 1 79.8% 1 有

県平均達成率において目標を
達成できなかった。
目標達成のために、主に電気
代の削減について指導を行
う。

　評価対象となる１地区について、成
果目標の平均達成率は79.8％となって
おり、成果目標は未達成となってい
る。
　達成できなかった目標については県
に対して継続的な改善措置を求める。

高知
産地競争力
の強化

1 0 1 100.0% 1 無

　都道府県平均達成率は100％
であることから、目標達成と
評価した。
　ただ、取組産地における出
荷頭数が目標数を下回ったこ
とから、アドバイザーの指導
等による地区の農家の育成を
図り、飼養頭数管理体制を強
化するよう適切な指導を行
う。

　評価対象となる１地区について、成
果目標の平均達成率は100.0%となって
おり、達成している。



整備事業評価書（中間評価）

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見

広島 産地競争力の強化 1 0 1 100.0% － －

　現段階では、飼料要求率及び生産
コスト共に目標を達成している。
　引き続き、目標年の達成に向け
て、関係機関と連携して支援を継続
していく。

　評価対象となる１地区について、
成果目標の平均達成率は100.0％と
なっており、現時点で成果目標を達
成している。
　引き続き、目標年度においても達
成となるよう指導を依頼する。
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地方農政
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ち、都道府
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導を必要と
した地区数


